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　 （
一

）「難民 ・移民社会」：中国大陸か ら戦乱
・
政変 の 混乱 を避 ける為 に 香港 に 移 っ て来 た難民 は 、

香港 を暫時 の 避難場所、一種 の
“

租 界
”

先 と しか見な さず、又 、香港の 経済的 ・
政治的 自由を求めて

来 た 移住者 は 、香港 を単なる
”

出稼
”

先 としか 見 ようとしな い の で あ っ た、一
方、こ の 難 民 ・移 民 者

の 吹 きだ ま りの 地 は 、彼 ら の 自国の 地 で は ない 英国の 植 民地 で もあ っ た。か ような社会に お い て は、

もち ろ ん 生 活 の 保障 と い う制度 は 期待 で き な い し、そ の 上 、相 互 互 助 の 気風 す ら も発 生 して 来な い の

で ある。そ こ で 、い ざとい う時 に一
番頼 りになるの は 、人的に 言 え ば 血 縁、特に 家族 で あ り、物的 に

言 え ばお金 とい うこ とに なる。前者 か らは 特 に家族偏 重的傾 向が 生 じ、そ の 存続 ・繁栄 の為に 動態的

側 面 か ら 見 る な ら ば 、家族 の
’

雕 散 ・集合 D離散
’t

パ タ
ー

ン が 見 られ る。後者 か ら は 金 銭 至 上的傾向

が一
般化 され、香港住民 の 日常生活 の 中に拝金主義的風潮 が顕著で ある 。 なお 、か よ うな傾向 の 強 い

社会 に 難民 ・移住者 た ちが 甘 ん じて 来 られ た の は 、彼 らが 香港 を
“
仮 の 宿

”

と見な し、 か っ 「い ずれ

は 故郷 へ
……」 と い う

“

落葉帰根
”

的意識 が 働 い て い たか らで は な い か と思われ る。望郷 の 念に っ い

て は、今 日 で も中国大陸 に 血 縁 の 者 が 多 く住 ん で い る こ と も加 わ ワ、大変強 い もの で あ る。

　 （二 ）「植民地 社会」：香港 は 英国が 約 140年に か けて 経営 して きた 植民地 で 、 そ の 支配者た ち は一
貫

して 、香港住民 に 政治的上昇 の 可能性を与之よ うとは しなか っ た 。 そ の 代 り と して 経済的上昇 の 可能

性 だ けを与え て い た。香港住民 は 勢 い 「政 治 は 統治者 に 任 せ 自分 たちは専 ら金 もうけ」の 道 を選択 し、

又 、そ うせ ざ る を得 な か っ た。従 っ て 、香港住 民 は 政治 に 対 して は 極め て 無関心 で あ り、そ の 結果 、

香港 で は 反植 民地 闘争が持続的に 行 な わ れ た こ と は な い と言 わ れ る。即 ち、香港住民は英 国の 植 民地

体制 に は 柔軟 に 対 応す る
一

方 で、唯
一

与 えられて い た 経済的上昇可能性 の み を追求 して 来 た の で ある 。

しか し な が ら、か か る傾向 に は 変化 が 生 じつ つ ある 。 中国大陸 に、香港住 民 に は な じめ な い 社会主義 の

国 が 誕生す るこ とに よ り往来が 不自由に なり、香港出生者が 過半数を占め るように なるにつ れて、
“

香港

人
”

意識 の 台 頭 と、
“
落葉帰根

”

か ら 糖 葉生根
”

へ の 意識 の 転換 が 生 じて 来 て い る の で ある e 特に、

97年問題を間近 に 控 え
“

港 人 治港
”

が 論議 さ れ る今 H で は 顕著 で あ る。

　 （三 ）　
“

ambivaience （愛憎 感 1青の 交錯＞
tJ

と
“

騎壁 （壁 の 上 に 馬乗 ｝，しどち らに で も傾 く〉
”

：社会主

義中国と英国の 狭間 に 置か れ た香港住民 は 、前者、後者 そ れ ぞ れ に ambivalence の 感情 を抱 きなが ら

も、そ こ か ら発 生す る種 々 の 問題 に 対 して は、騎壁的態度で も っ て 対 処 して い る の が 今 日 の 現 状 で あ

る。

強
ノ

戦前 タ イ に お け る華僑資本 とラ イ ス ・ ビジ ネ ス

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　 末 廣 　昭

　戦前期 タイ経済 の 中心 を成 した の は コ メ で ある。それ は単に 当時の 国民 の 大半 が 米作農民 で あ っ た

こ と か らだ け で は な く、コ メ が 輸出額 の 6 〜8 割 を恒常的 に しめ、か つ 戦前最大 の 製造業が 精米業 で

あ っ た と い う事実か らも容易 に 推測する こ と が で きる。

　そ の 結果、戦前期 タイ経済論 は 、そ の ほ とん どが ライ ス 経済 （rice 　economy ）論 を中’L・に 展開 され

た 。 しか も彼 ら の 議 論 は、ラ イ ス 経済 の 対 象を貿易 と精米、そ して 米作農民に 限定し、比 較優位 の 観

点 か らコ メ へ の 特化を説 明 す る もの が 大半 で あ る。こ れ に 対 し報 告者は ラ イ ス 経 済の 範囲 をよ ワ広 く

とり、土 地投資
一

コ メ の 仲買
・搬出一

精 米
・倉庫業一一

艀 業
一

輸 出
一一

海運 ・保 険
一

貿易金

融 ・銀行 か ら成 る ひ と つ の 産業 と して 、換言すれ ば コ メ産業 （rice 　industry＞あ る い は ラ イ ス
E ビ ジ

ネ ス と して 捉 え 直 した い 。そ して こ の ラ イス ・ビ ジ ネ ス を擅 っ た の が 誰 で あ っ た の か、と い う点 に 分

析 の 力点 を置きた い と考 え る 。 とい うの も、報告者は こ こ 数年、タ イ 経 済 の 発展 を
’ 
資本蓄積

摩
とい

う観点 か ら統
一

的 に 捉え直す作業 をお こ な っ て お り、戦 前 の コ メ産業 と その 担 い 手 に 照 明 を あ て る こ

とは 、タ イに おけ る 資本主義的発展 を解明 する上 で 重要 な鍵 をなす と考 えるか らで あ る 。

　1855年 の ボー　 11 ン グ 条約 か ら 1930年 代前 半ま で 急速 な成長 を示 した ラ イ ス
・ビ ジ ネ ス を支 之て い た

丶

丿
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ビT
、

广

L

の は 次 の 4 つ の グル
ープ で あ っ た。す なわ ち （1） ヨ ーロ ッ

パ 貿易・代理 商会、（2 ）華僑系徴税請 負

人、（3 ）華僑
・華人商人、（4）王 族、貴族官僚 （ク ン ナ

ー
ン ）そ して 国王 の 投資機関 とも呼 べ る王

室財務局 （プ ラ ・ク ラ ン カー ン テ ィ）、が それ で あ る 。 こ の う ち 最 も早 く か ら動 力 つ き精 米所 に 投資

し、コ メ 輸出、倉庫業を支配 した の は （1 ）の ヨ
ー

ロ ッ パ 商会で あ っ た。しか も彼らは 、香港上海 銀

行などの ヨ
ーロ ッ

パ 植民地銀行 、ア ル フ レ ッ ド
・ホ ル 社 （英）や 北欧 ロ イド海運会社 な ど、当時の ア

ジ ア に お け る海上輸送 を独 占 し て い た ヨ ーロ
ッ

パ 系海運会社、英 w イ ド協会 な ど の 保 険 会社 の タ イ に

お け る 代理業務 もお こ な い 、タ イの ラ イ ス
・ビ ジ ネ ス 全般 に 強 い 勢 力を構築 して い た 。

　 しか し1880年 代 に 入 る と華 僑 ・華 人 が こ の 分 野 に 進 出、また 王 族 ・貴族官僚も精米、土 地 へ の 投 資

を開始 し、次第 に ヨ ーv ッ
パ 資本 を駆 逐 す る よ うに な る。と くに ラー

マ
ー 4 世 、 5世王期 に ア ヘ ン 、

賭博、酒 の 徴税 請負人 （ヂ ャ ォ パ ーシー ・ナ ーイ ア
ー

ゴ ン ） として 莫大 な利益 を蓄積 して い た 華僑
・

華人 と、バ ン コ ク
ー

香港、あ る い は シ ン ガ ポー
ル との 貿易 に 従事 して い た華僑 ・華人 商 入 は 、当初 は

精米 ・
コ メ輸 出に、次 い で 海運

・
保険 へ と勢 力 を拡大 して い き、第 1次大戦後 に は、機 械精米 か らヨ

ー
ロ ッ

パ 資本 を完全 に
一
掃 し て し ま っ た の で あ る 。

　 さらに 1920年代 に な る と、何度か の コ メ 危機の 中で 生 き延 び て きた 少数 の 華 僑 ・華人商入 グ ル
ープ

が 、バ ン コ クに おけ る大精米所 の 経営 を足掛 トりに、自己所有の 保険、銀行、海運 会社 をも設立 す る よ

うに な っ た 。 陳 「黌利行 」 （ワ ン リー）、馬 「振盛行 」 （マ
ーブ ン ク ロ ン ）、伍 「贋源 隆行 」（ラ ム サ

ム ）、壷 「裕隆行」 （ブ ン ス ッ ク）、蟻 厂光興泰行」 （イア ム ス リ
ー）な ど は その 典型的事 例 で あ り、彼

らは 1930年代、バ ン コ ク の精米所 が もつ 生産能力 の 半分 を支配する 「コ メ財閥」へ と成長して い っ た

の で あ る。

　 タイの ラ イ ス
・ビ ジ ネ X を華僑

v華人資本が 支配するに 至 っ た理由は い ろ い ろあるが、主な もの は

次 の 3点 で あ る。（1）ビ ル マ 米 の 仕向地 の 7割 が ヨ
ー

ロ
ッ

パ で あ っ た の に 対 し、タ イ米 は 8 割以上 が

香港 経 由中国 と、シ ン ガ ポ
ー

ル 経 由 マ ラ ヤ 、イ ン ドネ シ ア に 輸 出 さ れ た こ と。そ の た め ヨ
ー

ロ ッ パ 商

会 と比 較 し て も、市場に 関する情報、金 融 、海上輸送 の 面で著 しい 格差が な く、香港、シ ン ガ ポー
ル

に 支店
・
代 理 店 を置 くバ ン コ ク華僑 ・華 入は 十分競争 で きた こ と。（2 ）精米技術 は 高度 なもの で は な

く、また 輸 入税 3 パ ー
セ ン トと い う超低率 の 下 で 自由 に イ ギ リス 、ドイ ツ か ら最新鋭 の 機械 を導入 で

きた こ と、（3）ライス
・
ビ ジ ネ ス は 本質的 に 商人資本 に 適合的 で あ り、華僑 ・華 人の ノ ウ ハ ウ が 生 か

され うる こ と、以上 で あ る。

　 しか し上記 の 条件 は 、逆 に 精 米
・

コ メ 輸出資本 が 、発展 の 途 上 で 製造業 に 進出 して い く こ と を妨 げ、

む しろ銀行、保険 、 海運 の 投資へ と向か わせ る こ と に な っ た 。 また製造業に 進出する意欲 が あ っ て も、

1926年 ま で 関税 自主権を回 復し得な か っ た タ イ で は、 3 パ ー
セ ン トとい う植 民地 的関税体系 の 下 で 大

量 に 入 っ て くる ヨ
ー

ロ ッ パ 工 業製品 に 対抗す る こ とは 到底不可 能で あ っ た と考え られ る 。 そして こ の

こ とが 、実 は 、タ イを コ メ 特 化 の 状 態 に永 く押し留 め 、そ の 後 の 工 業的発展を阻 む重大な要因 に もな

っ て い くの で あ る。

東南 ア ジ ア 華 人の 故郷 （福建 ） を訪 ね て

　 一一一華僑史研 究の 動向 を中心 に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市 川 信 愛

　1980〜84年 に か け て 福州 と ア モ イ の 2 都 市 と そ の 中間地 方 を合計 4 回、の べ 2ヵ 月余に わ た り訪問 し

た。その 間 の 1980年 10月 と81年 12月 の 友好都 市親善訪 問、82年 8 月 の 福建省鄭成功学術討論集会 へ の

出席、お よ び 84年 8 月 の 華僑教育 比 較 史合 f乍研 究協議会 へ の 出席 に 際 して 撮影 した ス ライ ドを f吏っ て

福建の 現 状 を説 明 した い 。また 、華僑 史研究 の 現状 に つ い て 、研究者名 、研 究課題 、所属機関 を記 し

た 93例 の 目録 を華僑歴史学会 の 「第
一

期通信』（1982年）か ら編集し、参考資料 と して 配 布 した い 。

　福建 に お け る華僑 の 動向に つ い て は、 4 市23県に 27の 帰国華僑 を中心 とする組織 が あ り、そ の 上部
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